
 

（第２号様式）   
令和３年４月 30日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立向の岡工業高等学校長（全日制）  

令和３年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

・新教育課程に
おいて、工業教
育の特色を生か
し、社会で必要
とされる専門性
の向上を図る教
育課程を提供す
る。 
 
・自ら課題を発
見し解決する力
の育成と主体的
に学ぶ意欲の向
上を図る。 
 
・学校行事や生
徒会活動を通
じ、自他の多様
性を尊重させ、
生徒の主体的な
活動の促進を図
る。 
 

①基礎基本の習
得や、学習習慣
の定着を目指
し、組織的な授
業改善の取組を
強化する 
 
 
 
①検定合格等の
成功体験を積ま
せることで、自
ら考え行動する
意欲を向上させ
る。 
 
 
 
②生徒会行事の
運営を通して、
生徒の自立心を
育成する。 
 

①生徒の興味・
関心を引き出す
授業展開やＩＣ
Ｔを用いた授業
などを積極的に
展開する方法や
手法を検討し、
共有する。 
 
①合格率の低い
検定については
補講等の指導体
制 を 構 築 し 、
様々な機会を通
してインターン
シップへの参加
率を促す。 
 
②コロナ禍にお
ける学校行事の
在 り 方 に つ い
て、生徒たちに
考 え さ せ 、 企
画・準備を支援
する。 
 

①「生徒による
授業評価」か
ら、生徒が意欲
的に学習してい
ることが確認で
きたか。 
 
 
 
①検定合格率、
インターンシッ
プ参加率が昨年
度より向上した
か。 
 
 
 
 
②コロナによる
制限を受けた中
で、安全に生徒
開業時等が実施
でき、生徒たち
に成功体験を積
ませることがで
きたか。 
 

     

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

・自己の成長を
意識させ、社会
人としての基礎
力を身に付けさ
せる。 
 
・学校行事や部
活動を通じて、
責任感、協調
性、自主性の涵
養を図る。 
 
 
 

①基本的生活習
慣を身につけさ
せるとともに、 
教育相談体制を
強化し、情報共
有の充実に努め
ながら、問題行
動の未然防止と
迅速な問題解決
を図る。 
 
 
 
 
②生徒の主体的
な活動への支援
を通して、自立
心・責任感を育
成し、部活動等
の活性化を図
る。 
 
 
 

①困難を抱える
生徒に対し、個
別の指導が行え
るようＳＣやＳ
ＳＷと連携し、
教育相談やケー
ス 会 議 を 効 果
的、組織的に開
催する。 
 
①部活動いじめ
アンケートの実
施を検討する。 
 
②万全なコロナ
感染防止対策を
とりながら活動
できるよう指導
する。 
 

①教育相談やケ
ース会議等が、
ＳＣやＳＳＷと
連携して組織的
に対応できた
か。解決・好転
したケースが見
られたか。 
 
 
①部活動いじめ
アンケートを実
施できたか。 
 
②活動が制限さ
れる中で、部活
動加入率は向上
したか。 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

・生徒一人ひと
りの進路実現に
向けた進路指導
の充実を図る。 
 
・社会的・職業
的自立に資する
よう、労働観、
職業観を育成す
る。 
 
 
 
 

・コロナ感染予
防に十分に配慮
しつつ、生徒及
び教職員向け企
業説明会及び進
学説明会を随時
開催し、進路指
導の深化を図
る。 
・普段から、職
業人としての資
質形成指導を行
う。 

・ 放 課 後 ま た
は、週休日を利
用し、企業の会
社見学会や、大
学専門学校等の
入試説明会に積
極的に参加し、
進路指導におい
て、生徒に還元
する。 
・生徒の進路室
利用時や、普段
の授業等を利用
し、随時行う。 

生徒が自ら動
き、早い時期よ
り比較検討しな
がら、自分の適
性に見合った、
より深い進路選
択ができたか。 

     

４ 地域等との協働 

・「地域ととも
に育つ向工」を
実現し、「地域
で活躍する向工
生」を育むため
に、地域社会と
の連携による教
育活動を推進す
る。 
 
 
 

①「地域ととも
に育つ向工」を
実現するため、
本校のホームペ
ージ、説明会な
どで教育活動を
発信する。 
 
 
 
②「地域で活躍
する向工生」を
育むために、地
域や企業との連
携事業を推進す
る。 

①コロナ感染対
策を行いながら
の活動となるた
め、ホームペー
ジを充実させ学
校活動や魅力を
積極的に中学校
や地域への広報
活動を行う。 
 
②学校活動が制
限される中、自
動ハンドベル演
奏など企業との
連携事業に参加
し、自ら考える
力やコミュニケ
ーション能力、
ものづくり教育
を図る。 
 

①ホームページ
を利用して学校
の行事や活動の
紹介を通して学
校の魅力を積極
的に発信するこ
とができたか。
結果として学校
説明会参加者が
増えたか。 
 
②地域の活動に
生徒が積極的に
参加協力し、自
ら考える力やコ
ミュニケーショ
ン能力、ものづ
くり教育を育む
ことができた
か。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

・校内の情報機
器の整備と防災
教育を推し進
め、安全安心な
教育環境を構築
する。 
 
・全ての職員の
資質向上を図る
とともに、風通
しの良い職場づ
くりをめざし、
教職員の事故不
祥事を未然に防
止する。 
 

①風水害を想定
した防災マニュ
アルの策定と周
知を行う。 
 
 
②事故防止研修
を行い、事故不
祥事の未然防止
に努める。 

①近接高校の情
報等も取りなが
ら、実用的なマ
ニュアルを作成
し、生徒・保護
者に周知する。 
 
②私費会計担当
者間の連絡を密
にし、業務がス
ムーズに行える
ようにする。 

①マニュアルに
のっとった職員
研修・防災訓練
が実施できた
か。 
 
②県の私費会計
規準にのっとっ
た業務処理が行
え、事故や不祥
事は起きなかっ
たか。 

     

 

 


